
 

 

第 17 回研究大会 
開催日時 2014 年３月２２日（土） 午前の部：10：30-12：00  午後の部：13：00-16：45 

会場 
京都大学法学部 法経済学部本館 法経１１番教室 

京都市左京区吉田本町 

交通 

JR／近鉄 京都駅から 市バス 20６系統／１７系統 「百万遍」バス停下車（乗車時間 35 分）

阪急河原町駅から 市バス 201 系統 等 「百万遍」バス停下車（乗車時間 25 分） 

地下鉄烏丸今出川駅から 市バス 203 系統等「百万遍」バス停下車（乗車時間 15 分） 

京阪出町柳駅から 徒歩（東大路に向かって）約 20 分 

会費 
学会員： 2014 年度の年会費（2,000 円）を、当日徴収させていただきます。 

非会員： 第 17 回研究大会参加費として 2,000 円を、当日徴収させていただきます。 

問い合わせ先 
学会事務局（一般財団法人 安全保障貿易情報センター内） 

03-3593-1146 保坂／小野 

 

プログラム 
10：30～12：00 午前の部 自由論題セッション 

内 容 報 告 者 司会兼討論者 

米ドル決済システム構造に見る経済制裁の

有効性に関する考察 
―米国の北朝鮮に対する経済制裁のケーススタディ― 

松本 栄子 

（東洋英和女学院大学大学院 

（国際協力研究科）修了生） 利光 尚 

（CISTEC） 
輸出管理の現場 

廣瀬 侑子 

（ヒロセ貿易サービス） 

12：00～13：00 昼食休憩 

午後の部 テーマセッション 

13：00～14：30 第１セッション ＜東南アジアの輸出管理＞ 

内 容 報 告 者 司会兼討論者 

東南アジアの輸出管理制度の現状 
兼光 達也 

（ＣＩＳＴＥＣアドバイザー） 

高野 順一 

（三井物産㈱） 

加藤 もえ 

（CISTEC） 東南アジアの安全保障 
富川 英生 

（防衛省防衛研究所） 

14：30～14：45 休憩 

14：45～16：45 第２セッション ＜無人化技術と輸出管理＞ 

内 容 報 告 者 司会兼討論者 

デュアルユース技術の現状 
西山 淳一 

（三菱重工業株式会社） 

森本 正崇 

（慶應義塾大学） 
国際法から見た無人化兵器 

岩本 誠吾 

（京都産業大学） 

無人自動兵器の拡散と戦争の変化 

：管理の可能性と限界 

佐藤 丙午 

（拓殖大学） 

報告タイトルは予告なく変更することがあります。ご了承ください。 
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交通： 

JR／近鉄 京都駅から 市バス 20６系統／１７系統 「百万遍」バス停下車（乗車時間 35 分） 

阪急河原町駅から 市バス 201 系統 等 「百万遍」バス停下車（乗車時間 25 分） 

地下鉄烏丸今出川駅から 市バス 203 系統等「百万遍」バス停下車（乗車時間 15 分） 

京阪出町柳駅から 徒歩（東大路に向かって）約 20 分 

 

 
 

会場： 

会場は時計台の北側のコの字形の建物（法経済学部本館）です。 

（法経済学部本館の北側に３つある入口の西入口を入ってすぐの１階の部屋） 

入り口は建物の北側（地図では上側）です。 


